
まちの話題

生家にメロディが響き渡る
11月13日土は、日本マラソンの父、金栗四三氏の命

日です。その命日の顕彰事業として、金栗四三生家にて
熊本市在住のピアニスト豊田隆博氏のコンサートが開催
されました。金栗氏にちなみ「炎のランナー」の演奏か
ら始まったコンサート。「枯葉」や、秋の童謡メドレー
等が演奏され、美しい音色にみなさん聞き入っていまし
た。

芸術の秋！第16回和水町文化祭
11月13日土から14日日までの２日間、三加和公民館

で第16回和水町文化祭が開催されました。
今回は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か

ら、作品展示のみで開催されました。墨絵やフラワーア
レンジメントなどの文化協会所属団体をはじめ、町内の
保育園・認定こども園、小・中学校、介護施設や一般の
人など数多くの作品が展示され、芸術・文化の秋にふさ
わしい文化祭になりました。
また、特別展として、玉東町の彫刻家、緒方信行先生

の「金栗四三像（原型）」などの彫刻作品や町内で活動
されていた秀島由己男先生の「春の城‐扉」などの版
画作品が展示され、来場者の注目を集めました。
町内、町外から、２日間で250名を超える人々が来場

され、大盛況のうちに幕を閉じました。

懐かしい思い出がよみがえる
～タイムカプセル開封式～
11月21日日に民家村内の野外ステージで「タイムカ

プセル開封式」が行われました。
タイムカプセルは、2001年（平成13年）11月３日～

４日に開催された、『第14回熊本県民文化祭in荒玉の記
念行事』で埋設したものです。タイムカプセルが開けら
れると、参加者から大きな歓声が上がり、中からは手紙
や写真などが取り出されました。20年の時を超えてよ
みがえった手紙を、みなさん大事に読んでいました。

掘り起こしたカプセルと一緒に記念撮影

演奏する豊田隆博氏（右）

菊水中学校男子チーム　県中体連駅伝競走大会　３位入賞
10月20日水、玉名市横島町で玉名荒尾中体連駅伝競走大会が開催されました。和水町から４チームが出場
し、男子の部は菊水中学校が大会新記録で優勝、三加和中学校は５位、女子の部は菊水中学校が４位、三加和
中学校が14位という結果でした。沿道の声援に応える力強い走りを見せてくれました。
この大会で優勝した菊水中学校男子チームは、11月12日金に開催された県中体連駅伝競走大会に出場し、
３位入賞を果たしました。

　≪玉名荒尾中体連駅伝競走大会の成績≫※敬称略
　■［男子］優勝　菊水中学校　１時間２分49秒（大会新記録）　６区間全19.71㎞
　出場選手　１区　隈部　映心（３年）、２区　松浦　颯汰（３年）、３区　松村　至恩（３年）
　�　　　　　４区　平野　太陽（３年）、５区　石川　洸心（１年）、６区　石原　咲哉（３年）

　区間賞（和水町関係）
　［男子］４区　三加和中学校　山下　太聖（３年）、５区　菊水中学校　石川　洸心（１年）
　　　　�６区　菊水中学校　　石原　咲哉（３年）
　［女子］２区　菊水中学校　　坂本　葉音（３年）
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玉名荒尾中体連駅伝競走大会を終えて　菊水中学校チーム（選手・先生・コーチ）

玉名圏域定住自立圏形成協定合同調印式 ～圏域の発展を目指して～
　10月７日木、玉名市と和水町、玉東町、南関町の１
市３町で形成している玉名圏域定住自立圏の合同調印
式が執り行われました。
　定住自立圏構想は、市町村の主体的な取り組みとして
「中心市」の都市機能と「近隣市町村」の農林水産業、
自然環境、歴史、文化など、それぞれの魅力を活用し
て、相互に役割分担し、連携・協力することにより、圏
域全体で必要な生活機能を確保し、地方圏への人口定住
を促進する政策です。
　当協定により、これまで「訪問販売お断りステッカー」
の配布や圏域図書館の相互利用及び電子図書館の導入
等の取り組みを行ってきました。令和４年度からは学校
給食へ地場産品の活用やSDGｓの推進等の取り組みを
進めていきます。

調印式に参加した各市町長（左：髙巢町長）
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